
知っておきたい

新
事 業 承 継
相 続 ・

認
は
、
相
続
人
・
受
贈
者
（
遺
言
に
よ

っ
て
遺
産
を
受
け
る
者
）
が
行
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
遺
言
者
自
ら
が
、
遺
言
者

の
住
所
地
・
本
籍
地
、
不
動
産
の
所
在

地
を
管
轄
す
る
法
務
局
（
遺
言
書
保
管

所
）
に
出
向
い
て
行
い
ま
す
。

　

①
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
遺
言
書
は

封
を
し
な
い
で
持
参
し
ま
す
。
法
務
局

で
は
、
本
人
確
認
を
し
、
遺
言
書
が
適

法
に
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
署

名
、
押
印
、
日
付
の
有
無
な
ど
を
外
形

的
に
確
認
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
ま
で

は
確
認
し
ま
せ
ん
。
こ
の
確
認
が
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
様
式
の
不
備
等
で
無

効
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
な
る
は
ず
で

す
。

　

確
認
が
終
わ
る
と
、
原
本
を
保
管
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
画
像
デ
ー
タ
に

し
て
管
理
し
ま
す
。
遺
言
者
は
い
つ
で

も
②
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
閲

覧
し
て
、
③
申
請
を
撤
回
す
る
こ
と
も
、

内
容
を
変
更
し
て
再
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
言
者
は
、

い
つ
で
も
、
何
度
で
も
、
遺
言
書
の
内

容
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遺
言
者
が
亡
く
な
る
と
、
相
続
人
・

受
贈
者
は
、
遺
言
書
の
画
像
デ
ー
タ
を

用
い
た
④
証
明
書
（
遺
言
書
情
報
証
明

書
）
の
交
付
及
び
遺
言
書
原
本
の
閲
覧

を
請
求
で
き
ま
す
。

　

遺
言
者
の
死
亡
後
、
相
続
人
・
受
贈

者
の
う
ち
の
誰
か
が
、
④
遺
言
書
の

確
認
を
行
う
と
、
法
務
局
の
遺
言
書
保

管
官
は
、
速
や
か
に
、
当
該
遺
言
書
を

保
管
し
て
い
る
旨
を
遺
言
者
の
相
続
人
、

受
贈
者
、
さ
ら
に
は
遺
言
執
行
者
を
指

定
し
て
い
る
場
合
に
は
、
遺
言
執
行
者

に
通
知
し
ま
す
。
こ
れ
で
、
関
係
者
は
、

全
員
、
遺
言
書
の
存
在
を
知
る
こ
と
が

で
き
安
心
で
す
。

　

加
齢
に
伴
い
、
物
忘
れ
が
激
し
く
な

り
、
つ
い
数
分
ま
え
、
い
や
数
秒
前
の

こ
と
さ
え
忘
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
つ
く
づ
く
自
分
が
厭
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
思
い
だ
す
の
が
、
外

山
滋
比
古
の
「
忘
れ
る
が
勝
ち
！
」
と

い
う
名
言
？
否
、
心
強
い
味
方
で
す
。

　

彼
は
、「
忘
れ
る
」
こ
と
は
人
間
の

基
本
で
あ
り
、「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」

と
思
う
こ
と
は
大
間
違
い
だ
と
い
う
の

で
す
。
覚
え
る
の
に
は
努
力
を
要
す
る

が
、
人
間
は
自
然
に
忘
れ
る
よ
う
に
で

き
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
忘
れ
て
も

病
気
に
は
な
ら
な
い
が
、
覚
え
よ
う
と

す
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
い
い

ま
す
。
納
得
で
す
。

　

ま
た
、
忘
れ
る
こ
と
は
「
頭
の
ゴ
ミ

だ
し
」
で
あ
り
、
頭
が
空
っ
ぽ
に
な
れ

ば
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、
回
転
が
よ

く
な
る
と
い
う
の
で
す
。

　

私
に
は
、
空
っ
ぽ
と
い
う
感
覚
も
な

い
し
、
ま
し
て
や
回
転
が
よ
く
な
っ
た

と
い
う
意
識
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
過
去
に
は
思
い
出
し
た
く
な
い

様
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

忘
れ
て
し
ま
っ
て
の
ん
び
り
過
ご
し
て

い
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
は
、
天
が
与
え

て
く
れ
た
生
き
る
知
恵
か
も
し
れ
な
い

と
自
分
に
都
合
の
よ
い
よ
う
解
釈
し
、

開
き
直
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
本
人
は
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て

至
っ
て
幸
せ
な
の
で
す
が
、
周
囲
に
は

多
大
の
迷
惑
を
か
け
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
自
分
で
作
成
し
、

自
己
責
任
で
保
管
す
る
の
が
こ
れ
ま
で

一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、

次
の
よ
う
な
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
あ
り

ま
し
た
。

・
様
式
が
不
備
で
無
効
に
な
る
。

・
内
容
が
不
明
確
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
。

・
紛
失
し
て
し
ま
う
。
捨
て
ら
れ
て
し

　

ま
う
。

・
遺
言
書
が
あ
る
こ
と
自
体
を
知
ら
な

　

い
。

　

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
な
く
す
た
め
に
、

民
法
が
改
正
さ
れ
、
自
筆
証
書
遺
言
の

保
管
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
正
証
書
遺
言
及
び
秘
密
遺

言
証
書
は
公
証
人
役
場
で
作
成
さ
れ
、

保
管
さ
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク

は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
法
務
局
に
お
け
る
遺
言
書
の
保
管

等
」
は
、
2
0
2
0
年
7
月
10
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
次
の

よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
申
請
か
ら
③
撤
回
・
再
提
出
ま
で

は
遺
言
者
自
身
が
行
い
、
④
遺
言
書
確
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忘
れ
る
が
勝
ち
！

自
筆
証
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遺
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の
保
管

保
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制
度
の
一
連
の
流
れ

②
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③
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①
申　
　
　

請

http://www.haradakaikei.co.jp/ に関連情報。ご質問は hara-ats@haradakaikei.co.jp まで。 18

2020年（令和2年）7月20日（7月20日・27日合併号）第2213号


